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概 要 

連絡教員 西田 祐介（内線 3614） 

孤立量子系における熱平衡化とその破れ 

孤立量子多体系がどのように熱平衡状態に達するかをミクロな動力学から理解することは、統計力

学の基礎づけに関する重要な問題である。近年、冷却原子系などを用いた実験技術の発展により、ほ

とんど孤立した量子系のダイナミクスを制御・観測できるようになった。それに触発され、孤立量子

系での熱平衡化の機構や条件が理論的にも急速に理解されている[1,2]。本セミナーでは、熱平衡化と

その破れに関する基本的な事柄と近年の発展を、我々の研究も紹介しつつ述べる。 
まず、熱平衡状態への緩和の一般的な条件について解説する。特に、エネルギー固有状態自体が熱

的に振舞うと主張するEigenstate thermalization hypothesis (ETH)による、量子系特有の緩和機構につい

て詳述する。次に、系の可積分性と熱平衡化の関係を解説したのち、保存量の個数が示量的に存在す

る系では非可積分系であっても熱平衡化が起こらないことを述べる[3]。また、近年注目されている、

保存量が少なくてもETH が破れる現象であるHilbert space fragmentation [4]についても解説し、それが

横磁場 Ising模型の弱磁場極限で起こることを示す[5]。 
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